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血清脂質に与える影響
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すでに血清脂質の正常例において、 1日400mlの牛乳摂取により、特に著しい血清

コレステロ-A値の変化のみられないこと、一部高比重リポ蛋白 (HD L)コレステ

ロールのf首加する例のみられることなどを報告してきた。

今回、同様の牛乳摂取が、高脂血症を有する例において、どの様な幸三響を及ぼすか

どうかを検討することは、高脂血症者の栄養面での注意を期面する時に重大な意義を

もつものと考えた。

対象ならびに方法

血清コレステロール値が220mg/dl以上の40歳以上の男女14例について、 l臼牛乳

400ml を、 2~3カ月間投与した。

とれらの症例は、予め遺伝性、家族性高コレステロール血症でないごとを確認し、

牛乳摂取期間中、できるだけ体重の変化をみないように注意させた。

しかもほぼ期間中の食事内容には、殆と変化のないように指示した。同実験期間中

に、その対象となる高脂血症の認められない症例5哲1)においても、牛乳400ml摂取を

期首し、比較することとした。

採血は、早朝空腹特に行い、コレステロール、 トリグリセライドは酵素法、 HDL

ーコレステロールは沈殿法、アポ蛋白は免疫比濁絃によって測定した。なお、低比重

リボ蛋白 (LD L)コレステロールは、 Friedewaldの式により換算した。

成績

表lに、高コレステロール血症 (IIa型)の患者における同訴責をまとめて示してあ

り、表2には、それの対象となる血清コレステロール濃度の正常例において蹴漬を示

しである。
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高コレステロール血症例では、投与前平均260.5mg!dlであったが、牛乳400ml1カ

月後には平均249.0mg!dlとやや減少を、むしろ認めており、 2カ月後も平均243.8mg!

dlと、軽度の』此bを車樹寺している。との際HDLーコレステロールも、殆ど2カ月後

も有意の変動を認めていない。トリグリセライドについても、平均149.5mg!d1の前値

から、 2カ月後むしろ120.3mg/dlと拠、の傾向を示している。しかし、とれらの変化

は、高指十学的には有意ではなかった。

LDLーコレステローA値は、前値の平均は、 184.6mg!dlとかなりの増加を示し

ていたが牛乳摂取後やや減少の傾向を示し、 2カ月後のには平均169.1ml/dlを示し

た。とれに対して、アボ蛋白についても、 LDLーコレステロール江川氏下と共に、ア

ポ蛋白Bの減少傾向、アボ蛋白AーIの不変、アポ蛋白CーII、C 回、 Eの不変を

認めている。

同様の観察を、正常の脂質濃度を示す例において、平行して行ったが、それらにつ

いても、表2に示すごとく、総コレステロール、 LDLーコレステロール、 HDLー

コレステロールは殆ど変動を示さず、僅かに卜リグリセライドが上昇の傾向を示した

が有意ではなかった。

アポ蛋白についても、アポ蛋白Bの4壷品川頃向、アポ蛋白A-Iの不変という結果を

得ており、ほほ高コレステロール血症例と同様の瓜瀬であった。

考按

かつて、牛乳には飽和脂肪、コレステロールが多く、その飲用により血清コレステ

ロールが増加するのではないかと懸念されていた時代があった。

今回、高コレステロール血症患者と、正常コレステロール濃度を示す例とで、同一

時期に牛乳400mlを毎日 2カ月間にわたり摂取せしめ、血清脂質の変化を追突した

が、特に両群において、コレステロー11--{直の増加を示す結果は得られなかった。

しかも、正常の血清脂質濃度例における結果は、前回の報告と同様の嚇重であり、

正常者では、牛乳400ml摂取でコレステロール値の上昇はみとめられないという結果

を繰り返し得られたごとになる。

かかる成績から、むしろ牛乳摂取は高コレステロール血症例においても問題はな
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く、蛋白、カルシウム摂取の観点からも、望ましい食品であるといえよう。

橋市

牛乳400mlを2カ月間高コレステロール血症患者 (IIa型)及び正常の血清脂質濃

度を示す例に摂取せしめ、次の結果古可専られた。

(1)高コレステロール血症例では、有意差はないが、僅かに総コレステロール、

LDLーコレステローJl，のむ記、を認めており、コレステロールを増加するという事

実は得られなかった。

(2)高コレステロール血症例、正常例共に、アポ蛋白Bの減少傾向を認めた。

(3)牛乳摂取は、今回の実験の範囲内で、特に血清コレステロールにJ融建を与える

ことはなく、他の成分からみても望ましい食品と考えられた。
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Effects of Cow Mi1k on P1asma Lipids and Apoproteins 
(Hypercho1estero1emic subjects) 

Bef. 1M 2M 

Tota1 cho1estero1 260.5+21. 5 249.0+31. 3 243.8+26.9 
LDL-cho1estero1 184.6+23.4 175.1+33.4 169.1+25.9 
HDL-cho1estero1 46.0+ 7.3 46.6+ 7.4 44.7+ 4.1 
Trig1yceride 149.5+68.8 136.8+55.6 120.3+51.8 

且poproteinA-工 125.3+ 9.8 129.3+ 8.0 127.8+ 5.3 
B 127.0+15.5 116.3+ 8.3 121.3+10.6 
C-工工 4.4+ 1.0 3.9+ 0.9 4.1+ 0.6 
C-工工工 10.7+ 3.5 9.4+ 2.4 9.1+ 2.7 
E 5.7+ 2.2 5.1+ 1.4 4.9+ 0.9 

(M土5.D.，mg/dl) (N=14) 

Effects of Cow Mi1k on P1asma Lipids and Apoproteins 
(Normocho1estero1emic subjects) 

Tota1 cho1estero1 
LDL戸 cho1estero1
HDL-cho1estero1 
Trig1yceride 

Apoprotein A-工
B 
C由工工

C-工工工
E 

Bef. 

197.2+12.4 
121. 3+18.1 
58.0+25.7 
89.2+48.4 

116.0+10.5 
105.7+24.9 
2.9+ 1.4 
8.3+ 2.9 
4.6+ 2.7 

2M 

204.8+11. 9 
121. 2+22.9 
61.2+25.3 
111.2+80.2 

119.0+27.1 
88.3+14.6 
3.6+ 1. 9 
10.0+ 4.6 
4.6+ 3.1 

(M.:!:5. D三吉/d1) (N-5) 
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